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埼玉県移送サービスネットワーク

1999年法律改正を主眼に団体結成

2006年道路運送法改正

福祉有償運送・過疎地有償運送が明記される



道路運送法による運送形態の種類
通常の有償運送

トヨタ・モビリティ基金『みんなで作る地域移動ガイド』より抜粋



道路運送法による運送形態の種類
特例での有償運送

トヨタ・モビリティ基金『みんなで作る地域移動ガイド』より抜粋



【交通の現状】福祉有償運送

•全国で約2,400団体

•埼玉県は約240団体（団体数全国一）

•理由
在宅障がい児（者）のタイムケア・生活サポート※がある
※埼玉県障害児（者）生活サポート事業



【交通の現状】公共交通

バス・タクシー：運転手の高齢化などで維持が難しい

鉄道：不採算路線など課題山積

日本は自主運行(一部市町村の補助金あり)

欧米では交通機関に税金投入

運行の持続が難しく撤退する交通機関もある



交通の課題

超高齢社会、免許返納問題など

生活の足の確保が大きな課題



地域に合った移動手段

• コミュニティーバス

•デマンドタクシー

•交通空白地有償運送

•福祉有償運送

•貨客混載

•登録不要の移送など



登録不要の移送

事例紹介



地域支え合い事業（埼玉県）

県内のニュータウンで高齢者が増加

生活の足の問題浮上

•県共助課担当で、商工会、社協、民間が取り組む

•自治会、地域のＮＰＯが登録不要の移動を担う



吉見町社協の地域支え合い事業パンフレット



公共交通と
助け合いサービスを共存

•吉見町

交通政策と福祉政策を連携

•東秩父村

人口減・高齢社会でも

持続可能な公共交通を

維持するための方法を検討



移動支援向けの安全講習



移動支援向け自動車保険

•地域の移動を支える
自動車保険も登場



新しい移動手段＆支えるしくみ

• MaaS（マース：Mobility as a Service）

•チョイソコ

•グリーンスローモビリティ（グリスロ）

•自動運転

•介護保険の総合事業の利用など



グリーンスローモビリティ

•日高市
「郊外住宅市街地における
小型電動カートを用いた実証実験」



イベントの送迎

（ユニークな活用事例）

閉じこもってい
た高齢者が久
しぶりに外出

杖を突く高齢
者に声掛け、
自宅まで送る

途中で待ち合
わせして一緒
に買い物

地域の夜警に
出動

写真出典：松戸市

地域の互助で行うグリーンスローモビリティ松戸モデル（登録・許可不要）

2019・2021年度 グリーンスローモビリティの実証調査を経て導入
・町会・自治会（住民）が無償運送
・市が車両に関する経費（自賠責、任意保険、ラッピング、ソーラパネル等）を負担
・運営に必要な補助制度創設（電気設備・電気代、導入・運営経費、予約管理等）
・今後増車予定



移動支援のサポート

全国移動ネット

•移動がもたらすフレイル予防効果について一般財団
法人医療経済研究・社会保険福祉協会（社福協）事
業で取り組む

•静岡県、長野県の依頼で県内市町村の移動支援事業
に関するサポート実施中

•他県からも相談が多い



要支援者のほとんどは、身の回りの動作は自立しているが、
買い物など生活行為の一部がしづらくなっている。



移動支援の課題



交通の現状と課題
まとめ

• 公共交通機関の先細り
→財源不足。自主運行では維持が困難

• 運転者不足(2種免許取得者減、高齢化)
→税金の投入が必要

• 高齢ドライバーによるマイカー事故
→自動運転技術(まだ先は長い)、当面は
安全サポート車の取得、ドライブレコー
ダーの活用、限定免許の導入

• 自家用有償運送の拡大
→法整備、業界の理解、行政の支援など

• 新規事業の導入



移動困難者を
どう見つけるか

•誰が対応するのか

行政、社協、包括、ＳＣ、民生・
児童委員、事業所、自治会，
ＮＰＯ、個人

•必要なことは

話し合いの場の確保が必要、
サポート組織と相談



移動に関して困っていることや聞きたいこと
などがありましたら下記にご連絡ください

sasanuma.kazutoshi@purple.plala.or.jp

（笹沼）

ご静聴ありがとうございました。


